
白い帆を広げて海を走る

　　６月２８日(日)夜須町まちづくり協議会の恒例行事となっている

「ヤ・シィパーク花壇の花植え」が行われました。これは、夜須の

玄関口であるヤ・シィパークのヤシの木の花壇をきれいに飾ろう

と始まったもので、年２回花植えをしています。この日集まった約

４０名の参加者は、早朝７時から１２本のヤシの木の花壇などに松

葉ボタンとベゴニアの花苗を約７００株植えました。今年初めて参

加した男性は、「一週間前から草引きなどの準備をしてかわいら

しい花でいっぱいになりました。たくさんの人に愛でてもらえたら」

と額の汗をぬぐいながら、笑顔で作業を続けていました。

ヤ・シィパーク花壇の花植え
ヤ・シィのメインゲートを可憐な花でおもてなし

　　7月19日（日）～8月16日（日）、岸本地区で「かがみ花フェスタ

ひまわりまつり」が開催されています。

　　こちらのイベントは、四国最大級のチューリップ園で有名な「か

がみ花フェスタ」の夏季イベントとしてチューリップ畑にひまわりを

植え、地域の活性化、そして来園者に元気になってもらいたい、

という地域のみなさんの思いで開園されました。

　　今回植えたひまわりは、草丈約１ｍの背が低い品種。黄色や

オレンジといったなじみある色以外にも赤茶色といった珍しい色

を含めた５種類のひまわり約4

万本が縦じま模様やひまわり

を模したデザインに植えつけ

られています。

　　岸本地区では今後もこう

いったイベントを通じて地域

外からの交流人口を増や

し、地域がもっと元気になる

ような活動を続けていくと

のことです。今後ともみなさ

まのご協力をよろしくお願

いします。

　　今年は、新型コロナウィルス感染症の影響を受け、野市のあじ

さい街道にて開催されるあじさい祭りは中止。しかし、例年通り

西佐古から父養寺にかけ、約１．２kmの土手に約19,000株のあじ

さいはきれいに咲き誇りました。

　　来場者は、マスクをつけ３密を避けるなど、新型コロナウィルス感染

症に配慮しながらも、散策を楽しむ姿が見られました。梅雨空が続き、

心も曇りがちな時期に、色とりどりのあじさいが来場者をお出迎え。来

場者に癒しと笑顔を与えてくれていました。

コロナにも負けず、今年も満開のあじさい

のいちあじさい街道

▲たまの晴れ間に来場者もほっと一息
　

白い帆を広げて海を走る

▲来場者を気持ちよくお出迎えするために

かがみ花フェスタ　ひまわり祭り
この夏、チューリップ園がひまわり畑に！

【ひまわり畑準備の様子】
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× 交流職員レポート

貴重な機会を活かす
交流職員レポート

　　本年度交流職員として八重

瀬町に派遣となり、香南市か

ら引き続き税務課に配属とな

りました、平尾智美です。それ

ぞれの違う部分に戸惑うこと

もありましたが、私がぶつける

疑問に丁寧に応えてくれ、また香南市ではどうい

う風にやってるの？と質問してくれたり、仕事の進

め方の部分で意見交換ができるのは貴重な機会

だと感じています。

　　プライベートでは今回、沖縄県初上陸となりま

した。新型コロナウィルス感染症の影響で、移動

が制限される中でのスタートになりましたが、少し

ずつ観光地も再開し始め、これからどんなことに

出会えるのか、どんな発見が

あるのか楽しみでいっぱい

です。

　　先日、沖縄ならではと考

え、シーサーの色付け体験に

行ってきました。完成！記念撮影！
あとからシーサーの配置が逆だったことに気づく

…。勉強不足でした。また、T家の皆さんと高知の

応援ということでカンパチを一緒にいただきまし

た。そのおいしさにあっという間にまるごと１匹な

くなり、高知を応援してくださる気持ちがとても

嬉しく感じられました。

　　このような機会をいただいたことに感謝し、そ

れぞれの文化をつなげられるよう頑張ります。

「文化の違いを楽しむ」 平尾智美
ひらお　 ともみ

atYAESE

　　はいさい！！ぐすーよーちゅ

ううがなびら！！香南市のみな

さん、はじめまして。沖縄県八

重瀬町から交流職員として商

工観光課へ配属となりました

伊福正哲です。イベント開催

のお手伝いや施設管理を担当しています。

　　生まれも育ちも八重瀬町ですが、大学の４年間

を香川県で過ごした経験から四国に対して一方

的にご縁を感じています。

　　合併前の具志頭村からの交流職員を含めると

私で10人目となりました。先輩の方々から香南市

のお祭り、食文化などの素晴らしさを聞いてきま

した。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、イベントの中止や自粛生活を余儀なくさ

れ、非常に残念ではありますが、このような状況

のなか回帰に向けてのさまざまな取り組みを学

んでいきたいと思います。

　　今回、家族で香南市に移りました。当初は、４月

だとは思えない寒さに家族でびっくりしましたが

徐々に慣れ、生後２カ月だった息子もすくすく

育ってくれています。総合

子育て支援センター「にこ

なん」にもお世話になって

おります。

　　限られた交流期間では

ありますが、どうぞよろし

くお願いします！！

「回帰に向け学ぶ」 伊福正哲
いふく  まさてつ

atKONAN

初めてのタケノコ堀り！

貴重な機会を活かす
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